
令和５年 第２回金沢市教育委員会定例会議 

１ 日 時：令和５年２月１５日（水） １３時３０分～１５時００分（予定） 

２ 場 所：金沢市役所 第二本庁舎 ２階 2201 会議室 

３ 審議等 

 頁 

議案第１号 令和５年度金沢市教職員研修の基本方針（案）について 

（学校教育センター）・・・ １

議案第２号 金沢市立工業高等学校教員育成指標（案）について 

（学校教育センター）・・・ ４

議案第３号 令和４年度金沢市議会３月定例月議会提出予定案件について 

【非公開案件】（教育総務課他）・・・ ６

報告第１号 中学校部活動の地域移行に関する抽出調査について 

（学校指導課）・・・１４

報告第２号 令和４年度「金沢市いじめアンケート」の調査結果の概要について 

（学校指導課）・・・１６

報告第３号 金沢市立学校における新型コロナウイルス感染症による児童生徒の発生状況について 

（学校指導課）・・・２０

報告第４号 「令和４年度二十歳のつどい」の開催結果について 

（生涯学習課）・・・２２

報告第５号 令和４年度卒業証書授与式におけるマスクの取扱いに関する基本的な考え方について 

（学校指導課）・・・２４

その他 （１）次回の定例会議の日程について 



議案第 １ 号

令和５年度金沢市教職員研修の基本方針（案）について 
令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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令和５年度 金沢市教職員研修の基本方針（案）について   
１ 金沢市教職員研修の基本的な考え方 

 

「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けた研修推進体制を整備するとともに、策定された

教員育成指標に基づき、専門性の習得や今日的な教育課題への対応等、教職員に求められる資質・能力の育成に向けた効

果的・効率的な教職員研修を実施する。 

 

２ 令和５年度金沢市教職員研修の重点 

 

(1) 新たに策定された教員育成指標に基づき、求められる資質・能力の育成に向けた研修の充実を図る。 

 

(2) ＩＣＴや情報・教育データの利活用をはじめとした今日的な教育課題に対応する研修の充実を図る。 

 

(3) 「デジタル」と「リアル」を組み合わせた個別最適・協働的な教師の学びを推進する研修の充実を図る。 

 

(4) 若手教員育成の推進及び若手リーダー育成に向けた研修の充実を図る。 

 

(5) 学習指導要領に対応し、金沢型学習スタイルに基づいた実践的指導力の向上を図る研修の充実を図る。  
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令和４年度 金沢市教職員研修の実施状況について   
１ 教職員研修実施状況（２月実施見込みを含む） 

種別 
Ｒ４ 実施方法 Ｒ３ 

 対面（集合等） オンライン 

１ 人材育成 67 講座（3,625 人） 52 講座（2,918 人） 15 講座（  707 人） 67 講座（3,328 人） 

２ 授業力の向上 31 講座（1,502 人） 4 講座（   99 人） 27 講座（1,403 人） 28 講座（1,066 人） 

３ 重要課題への対応 10 講座（  350 人）  5 講座（  139 人）  5 講座（  211 人） 10 講座（  375 人） 

４ 専門的知識・技術の向上 24 講座（1,504 人） 14 講座（  620 人） 10 講座（  884 人） 25 講座（1,497 人） 

５ 個別支援型研修の充実 23 講座（1,256 人） 19 講座（1,204 人）  4 講座（   52 人） 26 講座（2,362 人） 

合計 155 講座（8,237 人） 94 講座（4,980 人） 61 講座（3,257 人） 156 講座（8,628 人） 

２ 法定研修実施状況 

(1) 初任者研修 

・受講者  ７３人（小４３人、中２８人、高２人）       ・校外研修講座数 ３０講座 

(2) 中堅教諭等資質向上研修（採用から１１年目） 

 ・受講者 １０６人（小６２人、中３５人、高４人、養護５人）  ・校外研修講座数  ８講座 

３ ＧＩＧＡスクール推進のための手立て 

(1) １人１台端末活用研修 「ミライシード研修」「Google コア研修」「Google コアプラス研修」 

(2) ポータルサイトへの研修資料の掲載 

①（新）「Google サイト」 

 令和３年度以降の公開研究発表会等の学習指導案 ３４２本（Ｒ３：１７８本、Ｒ４：１６４本） 

②「ミライシード・ラボ」 

令和３年度までの公開研究発表会等の学習指導案、学校教育センター作成の研修教材・動画等 約９００本   
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議案第 ２ 号

金沢市立工業高等学校教員育成指標（案）について 
令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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金沢市立工業高等学校教員育成指標（案）について 

１ これまでの経緯 

文部科学大臣が定める「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針」の改正に伴い、金沢 

市立小・中学校の校長及び教員に対しては任命権者である石川県教育委員会が、金沢市立工業高等学校の校長及び教員に対しては任命 

権者である金沢市教育委員会が、それぞれ教員育成指標を新たに策定する。 

令和４年 ５月１８日 教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律の公布 

令和４年 ８月３１日 公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針の改正の告示 

令和４年１２月２３日 石川県教育委員会が「石川県教員育成指標」を策定 

令和５年 １月２３日 金沢市立工業高等学校教員育成協議会を開催 

２ 金沢市立工業高等学校教員育成指標の策定手法 

協議会を組織し、「石川県教員育成指標」を基本に「新・金沢型工業教育モデル」の趣旨にのっとり策定 

３ 金沢市立工業高等学校教員育成指標（案） 

別添のとおり 

４ 今後の予定 

令和５年 ２月 金沢市立小・中学校へ「石川県教員育成指標」を周知 

金沢市立工業高等学校へ「金沢市立工業高等学校教員育成指標」を周知 

令和５年 ２月２４日 第８回定例市教委・校長会議にて、「令和５年度金沢市教職員研修基本方針」「金沢市立工業高等学校教員 

育成指標」「石川県教員育成指標」を説明 
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議案第 ３ 号

令和４年度金沢市議会３月定例月議会提出予定案件について 
令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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報告第 １ 号

中学校部活動の地域移行に関する抽出調査について

令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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中学校部活動の地域移行に関する抽出調査について 

１ 趣旨 

 中学校部活動の地域移行に向けた児童生徒や保護者のニーズや、教員の意向等を調査するにあたり、設問項目や回答選択肢等の

確認と今後検討すべき課題について方向性を把握するため、市立学校を抽出し、調査を行うもの。

２ 抽出校及び調査対象等 

（１） 抽出校

金沢市内を５地区に分け、各地区から校区一体型の小中学校を調査対象とする

地区 中学校 小学校 

北部地区 森本中学校 森本、花園、不動寺、三谷の各小学校 

南部地区 西南部中学校 押野、三和、西南部の各小学校 

東部地区 兼六中学校 兼六、田上、杜の里の各小学校 

西部地区 港中学校 鞍月、粟崎の各小学校 

中央地区 泉中学校 泉、中村町の各小学校 

（２）調査対象等

・児童生徒 中学校１、２年生 約 1,900 人、小学校５、６年生 約 2,000 人 

・保護者 対象とした児童生徒の保護者 約 3,900 人 

・教員 対象とした中学校の教員 約 170 人 

３ 調査期間 

令和５年２月上旬の１週間にて設定 

４ 調査方法 

インターネット上の専用アンケートフォームから回答
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報告第 ２ 号

令和４年度「金沢市いじめアンケート」の調査結果の概要について

令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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令和４年度「金沢市いじめアンケート」の調査結果の概要について 

１ 調査概要 

(1) 調査目的

金沢市立小・中・高等学校のいじめの実態、いじめの背景、いじめに対する児童生徒の心理状態等を把握し、学校でのいじめの

未然防止・早期対応に活用する。 

(2) 実施時期

 令和４年１０月 

(3) 調査対象

金沢市立小・中・高等学校に在籍する全ての児童生徒 

(4) 内  容 

「小学校１～３年生用」、「小学校４～６年生・中学校・高等学校用」に分け、無記名方式で実施 

(5) 調査人数

・小 学 校：22,058 名（１～３年生 10,857 名、４～６年生 11,201 名）

・中 学 校：10,713 名

・高等学校：  707 名 
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Ｒ３年度 Ｒ３年度

ア 今、いじめられている 5.3% 5.6% 0.9% 1.0%

イ 今はいじめられていない 18.6% 18.0% 4.4% 4.2%

ウ ない 76.1% 76.4% 94.7% 94.8%

Ｒ３年度 Ｒ３年度

ア おもしろいから 6.9% 5.4% 16.3% 10.6%

イ なんとなく 24.9% 27.8% 22.3% 27.8%

ウ むしゃくしゃしたから 21.8% 20.6% 20.1% 12.1%

エ みんながするから 17.1% 14.4% 17.4% 24.2%

オ 自分がいじめられる 11.6% 12.0% 8.2% 8.1%

カ 自分と違うところがある 3.3% 3.7% 7.1% 6.6%

キ 気にくわないところがある 14.9% 15.1% 15.2% 10.1%

ク その他 21.4% 22.3% 22.8% 25.3%

〇　あなたがいじめをした理由は何ですか。
　（いじめをした人に聞く・複数回答可）【ただし、小学校は４年～６年】

令和４年度「金沢市いじめアンケート」集計結果の概要

【調査人数】　小学校：22,058名（１～３年　10,857名、４～６年　11,201名）

　中学校：10,713名　　高等学校：707名

〇　今の学年になって、あなたはいじめられたことがありますか。

Ｒ４年度 Ｒ４年度

小学校 中学校

小学校 中学校

Ｒ４年度 Ｒ４年度
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Ｒ３年度 Ｒ３年度

ア 担任 40.7% 42.1% 36.4% 39.1%

イ 養護教諭 2.2% 2.2% 6.0% 4.7%

ウ それ以外の先生 5.6% 5.5% 9.7% 7.6%

エ 学校の相談員 1.2% 1.1% 2.5% 3.1%

オ いじめ相談電話 0.5% 0.6% 0.2% 0.7%

カ 家族 51.8% 52.4% 43.1% 42.5%

キ 友達 25.8% 24.5% 29.5% 30.3%

ク その他 2.2% 2.3% 3.2% 2.2%

ケ 誰にも相談しない 22.9% 21.8% 30.1% 28.1%

Ｒ３年度 Ｒ３年度

ア 余計にいじめられるから 19.8% 19.7% 21.6% 21.8%

イ つげ口と思われるのが嫌 13.1% 10.8% 17.0% 16.0%

ウ 相談しても何もしてくれない 11.4% 13.0% 27.5% 27.6%

エ どうせ解決しない 25.6% 24.2% 44.4% 40.4%

オ 恥ずかしいことだから 5.4% 6.8% 8.8% 5.1%

カ 自分の問題だから 15.4% 19.5% 19.9% 16.0%

キ 迷惑をかけたくない 47.2% 43.7% 44.4% 39.7%

ク その他 18.9% 17.6% 17.5% 17.9%

Ｒ３年度 Ｒ３年度

ア いじめられなくなった 63.4% 59.8% 62.1% 60.6%

イ 余計ひどくなった 3.0% 2.8% 1.8% 3.1%

ウ 前と変わらない 33.6% 37.4% 36.1% 36.3%

Ｒ４年度 Ｒ４年度

小学校 中学校

Ｒ４年度 Ｒ４年度

小学校 中学校

〇　誰にも相談しなかった理由は何ですか。
　（誰にも相談しないと答えた人に聞く・複数回答可）【ただし、小学校は４年～６年】

〇　いじめられた時に誰に相談しましたか。
　（いじめられたことがある人に聞く・複数回答可）

〇　誰かに相談した後、いじめはどうなりましたか。
　（相談したと答えた人に聞く・複数回答可）【ただし、小学校は４年～６年】

小学校 中学校

Ｒ４年度 Ｒ４年度
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報告第 ３ 号

金沢市立学校における新型コロナウイルス感染症による児童生徒の発生状況について

令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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　　児童生徒の発生状況（令和４年度）

（参考）令和３年度の状況

　学校名公表せず
　（9/26以降の未発表分を含む）

計

金沢市立学校における新型コロナウイルス感染症による児童生徒の発生状況について

１５８３人 

　（学校名を公表したもの）

０人 

８月

０人 

０人 

０人 

１１月

１５８３人 

　小学校

　（学校名を公表したもの）

　中学校

１８６７人 

３３５人 

３５６人 

２０６３人

１０～１２月

０人

０人

０人

１人　学校名公表せず

計

２１３人

３３４人

　中学校

　（学校名を公表したもの）

　市立工業高校

２５人

１１人

　小学校

　（学校名を公表したもの）
８５人

１月

前年同月 前年

４月

８人 

０人 

０人 

５９８人 １８６７人 

６０６人 

５月

１７９０人 

７月

　８４人 

８人 

５人 

１５９９人 

１６９６人 

６月

２１人 

０人 

２人 

１人 

０人 

８３２人 

８３５人 

１７５６人

２２６２人

４～６月

９人

計

３８６人

１０１人

１９人

８人

５人

１５人

３７人

７～９月

５人

１２人

０人

１４４人

１６１人 １人

１～３月

３７２人

８１人

１４人

１５９６人

１１０９人 

１１３８人 

９月

２９人 

０人 

０人 

９６３人 

９６３人 

１０月

　市立工業高校

児童・生徒数

１月

１１０２人 

１１０２人 

１２月

１７９０人 
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報告第 ４ 号

「令和４年度二十歳のつどい」の開催結果について 
令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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「令和４年度二十歳のつどい」の開催結果について 

 

 

 １ 開催日程及び会場     令和５年１月７日（土）～９日（月・祝）  

全 40 会場（R3 年度 41 会場）   ２ 参加人数 

3,175 名  参加率 61.4％ 

（R3 年度 3,281 名 参加率 62.1％）  
 ３ 式典概要 

・ 20 会場で式典のライブ配信等実施（R3 年度 13 会場） 

・ 40 会場中、33 会場が単独開催、７会場が合同開催 

※今年度より、泉小学校の卒業生が二十歳を迎えるため、 

野町公民館・弥生公民館で合同開催 
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報告第 ５ 号

令和４年度卒業証書授与式におけるマスクの取扱いに関する

基本的な考え方について 
令和５年２月１５日 提出

金 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  野 口  弘
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令和４年度卒業証書授与式におけるマスクの取扱いに関する 

基本的な考え方について 

 

 

  石川県教育委員会を通じ、文部科学省から卒業証書授与式におけるマスクの取扱いについて、基本的な考え方が示されたことから、 

教育的意義を考慮し、本市教育委員会としての基本的な考え方を次のとおりとした。 

なお、各学校においては、この基本的な考え方をもとに学校の規模や児童生徒の状況等を踏まえ、学校の実情に応じて 

適切に判断し実施する。 

 

(１)基本的な考え方 

  ・児童生徒及び教職員については、入退場、式辞・祝辞等、卒業証書授与、送辞・答辞の場面など、 

式典全体を通じてマスクを外すことを基本とする。 

    ・来賓や保護者等はマスクを着用するとともに、座席間に触れ合わない程度の距離を確保する。  
(２)入退場 

・児童生徒の入退場時は、マスクを外して差し支えないものとする。  
(３)式辞等        ・壇上での校長等による式辞や来賓等による祝辞、開式・閉式の辞等の時は、児童生徒との十分な身体的距離が 

確保されていることから、児童生徒はマスクを外して差し支えないものとする。 
    ・壇上で式辞や祝辞等を述べる校長や来賓等も、周囲の者と十分な身体的距離が確保できることから、 

マスクを外して差し支えないものとする。    
25



 
(４)卒業証書授与        ・卒業証書が授与される時は、児童生徒はマスクを外して差し支えないこととし、 

卒業証書を授与する校長等においても同様とする。  
(５)送辞・答辞        ・在校生送辞、卒業生答辞の場面においては、十分な身体的距離が確保できることから、送辞・答辞を述べる 

児童生徒はマスクを外して差し支えないものとする。 
また、これらを聞く児童生徒も、マスクを外して差し支えないものとする。  

(６)国歌・校歌等の斉唱、合唱等        ・国歌・校歌等の斉唱や合唱を行う時や、複数の児童生徒による、いわゆる「呼びかけ」を実施する時は、 
     マスクの着用など一定の感染症対策を講じたうえで実施する。 

なお、「呼びかけ」の時に歌を歌う場合も同様とする。  
(７)留意事項        ・実施に当たっては、換気対策機器の活用による効果的な換気の実施や、参加者への咳エチケットの推奨、 

手の消毒や手洗い等の手指衛生など、必要な感染症対策を講じるものとする。 
    ・来賓や保護者等に対してはマスクの着用を求めるとともに、着席を基本とし、座席間に触れ合わない程度の 

距離を確保する。 
    ・発熱に限らず、咽頭痛や咳等、普段と異なる症状がある者については、参加を控えるよう徹底する。 
    ・基礎疾患があるなど様々な事情により、感染不安を抱き、マスクの着用を希望したり、また、健康上の理由により 
     マスクを着用できない児童生徒もいることなどから、学校や教職員がマスクの着脱を強いることのないようにする。 
     また、児童生徒の間でもマスクの着用の有無による差別・偏見等がないよう適切に指導を行う。 
    ・実施方法については、児童生徒や保護者に対して、丁寧な説明や情報発信を行う。  
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別添資料 議案第 ２ 号

金沢市立工業高等学校教員育成指標（案） 

（変更点色付き） 



1 

金沢市立工業高等学校教員育成指標【管理職】 
ステージ 

資質・能力 
校 長 

管理職に必要
な素養 アセスメント ・ 学校経営方針の策定に向けて、学校教育活動に関わる様々なデータや学校が置かれている内外環境に関する情報（学校の強み・弱み、学校

教育を取り巻く課題など）について、収集・整理・分析して教職員間や学校運営協議会・学校評価委員会等で共有することができる。 

・ 学校を取り巻く環境の変化に対応し、課題を適切に把握して新たに取り入れるべき知識や技能に関する認識を教職員間で共有することが

できる。 

ファシリテーション ・ 教職員との信頼関係を構築し、日常的な情報共有に努めることができる。 

・ 多様な背景、経験、専門性等を有する教職員が円滑にコミュニケーションを取れる心理的安全性のある職場環境をつくることができる。 

・ 保護者、地域住民等の思いや考えをよく汲み取るとともに、学校の説明責任を果たし、保護者等との信頼関係を築くことができる。 

・ 学校・家庭・地域等の学校内外の関係者が持つそれぞれの力を引き出し、相互にかけ合わせることで、学校の教育力を最大化していくこと

ができる。 

学校経営 学校経営方針 ・ 「新・金沢型工業教育モデル」の実践に向けた学校経営ビジョン及び学校経営計画を明確に示し、その実現に向けてリーダーシップを発揮

することができる。 

・ 学校評価を活用して学校経営の改善を図ることができる。 

・ 常に成果検証を行い、未来を見据えた改善点を精査し、より良い工業教育モデルへの進化を目指すことができる。 

人事管理・人材育成 ・ 教職員の服務管理や、心身の健康に配慮した適切な労務管理を行うことができる。 

・ 適切な人事評価を通して人材育成を行うことができる。 

・ 産業界や大学との連携を通じた「ものづくり教育」の更なる充実に向け、教職員の資質・能力の向上のために、効果的な校内研修及び校外

研修体制を構築することができる。 

・ 研修履歴を活用し、対話に基づく受講奨励を適切に行い、多様な内容・方法による教職員の資質向上にリーダーシップを発揮することがで

きる。 

教育課程（カリキュ

ラムマネジメント） ・ 生徒の姿や地域の現状等を考慮して教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを機能させるなど、教育目標

の実現のために、適切にカリキュラム･マネジメントを行うことができる。 

・ 特別な配慮や支援を必要とする生徒への指導・支援の充実を図るとともに、生徒の障害者理解を深め、インクルーシブ教育を推進するため

の校内組織の適切な運営や関係機関等を活用した組織的な支援体制を構築することができる。 

・ 授業や校務等におけるＩＣＴ活用の方針を示し、組織的・計画的に全職員のＩＣＴ活用指導力の向上を推進することができる。 

危機管理 ・ 様々なリスクを想定し、常日頃から学校安全・事故防止、教職員の法令遵守のための対策を講じている。 

・ 緊急時に迅速に状況を把握し、教職員に的確な指示を行うとともに、関係機関と連携して組織的に対応することができる。 

保護者や地域・外部

機関との連携 ・ 学校の方針や取組について積極的に情報発信するとともに、保護者や地域住民等のニーズを的確に把握し、外部機関等と連携・協働する体

制を構築することができる。 

 

 

 

 

  

ステージ 

資質・能力 
副校長・教頭 

管理職に必要
な素養 アセスメント ・ 学校経営方針の策定に向けて、学校教育活動に関わる様々なデータや学校が置かれている内外環境に関する情報（学校の強み・弱み、学校

教育を取り巻く課題など）について、収集・整理・分析して教職員間や学校運営協議会・学校評価委員会等で共有することができる。 

・ 学校を取り巻く環境の変化に対応し、課題を適切に把握して新たに取り入れるべき知識や技能に関する認識を教職員間で共有することが

できる。 

ファシリテーション ・ 教職員との信頼関係を構築し、日常的な情報共有に努めることができる。 

・ 多様な背景、経験、専門性等を有する教職員が円滑にコミュニケーションを取れる、心理的安全性のある職場環境をつくることができる。 

・ 保護者、地域住民等の思いや考えをよく汲み取るとともに、学校の説明責任を果たし、保護者等との信頼関係を築くことができる。 

・ 学校・家庭・地域等の学校内外の関係者が持つそれぞれの力を引き出し、相互にかけ合わせることで、学校の教育力を最大化していくこと

ができる。 

学校経営 学校経営方針の策定 ・ 「新・金沢型工業教育モデル」の実践に向けた学校経営ビジョン及び学校経営計画の実現のために、校長（及び副校長）を補佐し、主任

等に対して適切な指示・指導・助言を行うことができる。 

・ 常に成果検証を行い、未来を見据えた改善点を精査し、より良い工業教育モデルへの進化を目指すために、校長（及び副校長）を補佐

し、主任等に対して適切な指示・指導・助言を行うことができる。 

人事管理・人材育成 ・ 校長（及び副校長）を補佐し、教職員の服務管理や心身の健康に配慮した適切な労務管理を行うことができる。 

・ 適切な人事評価を通して人材育成を行うことができる。 

・ 校長（及び副校長）を補佐し、産業界や大学との連携を通じた「ものづくり教育」の更なる充実に向け、教職員の資質・能力の向上のた

めに、組織的・体系的な取組を推進することができる。 

教育課程（カリキュ

ラムマネジメント） ・ 校長（及び副校長）を補佐し、適切なカリキュラムマネジメントを行うための組織的・体系的な取組を推進することができる。 

 

・ 校長（及び副校長）を補佐し、特別な配慮や支援を必要とする生徒への指導・支援の充実を図り、インクルーシブ教育を推進するため、

校内組織の適切な運営や関係機関等を活用した組織的な支援ができる。 

・ 校長（及び副校長）を補佐し、組織的・計画的に全職員のＩＣＴ活用指導力の向上を推進することができる。 

危機管理 ・ 様々なリスクを想定し、常日頃から学校安全・事故防止、教職員の法令遵守のための情報収集に努めている。 

・ 緊急時に迅速に状況を把握し、校長（及び副校長）の指示のもと、的確に対応することができる。 

保護者や地域・外部

機関との連携 ・ 保護者や地域住民等のニーズを的確に把握し、校長（及び副校長）の指示のもと、外部機関等との連携・協働を推進することができる。 

（案） 



2 

金沢市立工業高等学校教員育成指標【教諭等】 
ステージ 

資質・能力 

０：養成期 
（養成段階） １：基礎形成期  （若手教員） ２：充実発展期  （中堅教員） ３：学校全体への貢献期  （ベテラン教員） ４：後進の育成期  （再任用教員） 

教職に必要な
素養 社会性・使命

感・教育的愛
情・倫理観 ・ 「令和の日本型学校教育」を踏まえた新しい時代における教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務等について理解している。 

・ 向上心と探究心を持ち、国内外の急激な技術の進展による社会の変化に合わせて常に学び続け、教員としての専門性の向上に努めている。 

・ 教育公務員としての崇高な使命を自覚し、その職責を果たし、２１世紀日本のものづくりを担う工業人材を育成することの重要性を理解してい
る。 

・ 生徒に対する教育的愛情を持っている。 

・ 法令を遵守するとともに、公平・公正に職務を行うための高い倫理観と規範意識を持っている。 

豊かな人間
性・人権意識・
コミュニケー
ション ・ 豊かな人間性や人権意識を持ち、多様な生徒を受容するとともに、共感的に傾聴する姿勢を身に付けている。 

・ 他の教職員や保護者、地域住民等の思いや考えをよく汲み取るとともに、自らの意見を効果的に伝え、意思の疎通を図ることができる。 

・ 円満なコミュニケ―ションにより、他者と良好な人間関係を築くことができる。 

学校組織 
マネジメント ・ 学校における組織的な

取組の重要性を理解し
ている。 

・ 組織の一員としての自覚
を持って自己の役割を果
たすことができる。 

・ 校務に積極的に参画し、時間や資源を効率的に用い、自校
の課題の改善に向けて、組織的な取組を企画・実行するこ
とができる。 

・ 豊かな経験を生か
して、自校の課題解
決について、後進に
対する指導・助言及
び支援を行うこと
ができる。 

保護者や地域
等との連携協
働 ・ 保護者や地域等との連

携協働の重要性を理解
している。 

・ 保護者や地域等との連携
協働を通じて課題を解決
しようとする姿勢を身に
つけている。 

・ 学校の強みや弱みを理解し、保護者や地域等との連携協働
による課題の解決について、若手教員等に指導・助言をす
ることができる。 

危機管理 ・ 危機管理に関する基礎
的な知識を身に付けて
いる。 

・ 危機管理に関する知識を
深め、普段から事故や災害
等を想定し、安全確保のた
めの必要な対策を講じる
ことができる。 

・ 様々な場面での事故や災害等に備え、未然防止の視点から、
組織的・効果的な対策を企画・実行することができる。 

学 習 指 導 構想する力
（Ｐ） ・ 教科等の専門性や学習

指導要領に関する基礎
的な知識をもとに指導
計画を立てることがで
きる。 

・ 生徒の発達段階に関す
る基礎的な知識をもと
に学習の手立てを講じ
ることができる。 

・ 教科等の専門性に関する
知識を深め、学習指導要領
に基づき、指導計画を立て
ることができる。 

 

・ 学級や学年の実態から課
題を把握し、生徒の発達段
階に応じた学習の手立て
を講じることができる。 

・ 教科等の確かな専門性を
生かして、指導計画を立て
るとともに、若手教員に指
導・助言をすることができ
る。 

・ 学校全体の実態から課題
を把握し、自校のカリキュ
ラムマネジメントに対し
て適切な提案をすること
ができる。 

・ 教科等の高度な専門性や
経験を生かして、若手教員
等に指導・助言をすること
ができる。 

 

・ 自校のカリキュラムマネ
ジメントについて、若手教
員等に指導・助言をするこ
とができる。 

・ 教科等の高度な専
門性や豊かな経験
を生かして、自校の
学習指導力の向上
について、後進に対
する指導・助言及び
支援を行うことが
できる。 

実践する力
（Ｄ） ・ 板書・発問・机間指導

等、学習指導に関する
基礎的な技術を身に付
けている。 

・ 学習指導に関する技術を
高め、「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の視点を
踏まえ、ねらいに応じた授
業を展開することができ
る。 

・ 学習指導に関する確かな
技術を生かし、「個別最適
な学び」と「協働的な学び」
を実現した授業を展開す
るとともに、若手教員等に
指導・助言をすることがで
きる。 

・ 学習指導に関する高度な
技術や経験を生かして、
「個別最適な学び」と「協
働的な学び」を組織的に推
進するとともに、若手教員
等に指導・助言をすること
ができる。 

評価する力
（Ｃ） ・ 評価に関する基礎的な

知識を身に付けてい
る。 

・ 評価に関する知識を深め、
学習状況を適切に評価し、
授業を検証することがで
きる。 

 

・ 評価に関する確かな知識
を生かして、学習状況を適
切に評価し、授業を検証す
るとともに、若手教員等に
指導・助言をすることがで
きる。 

・ 評価に関する高度な知識
や経験を生かして、若手教
員等に指導・助言をするこ
とができる。 

改善する力
（Ａ） ・ 他者からの助言をもと

に、授業改善を進める
ことができる。 

・ 自己の課題を自覚し、他者
からの助言を生かして授
業改善を進めることがで
きる。 

・ 自ら授業改善を進めると
ともに、若手教員等に指
導・助言をすることができ
る。 

・ 授業改善を推進するため、
若手教員等に積極的に関
わり、指導・助言をするこ
とができる。 

生 徒 指 導 生徒理解 ・ 生徒理解に関する基礎
的な知識を身に付けて
いる。 

・ 生徒理解に関する知識を
深め、個々の生徒の背景を
理解することができる。 

・ 個々の生徒や学年の状況
を的確に把握することが
できる。 

・ 学校全体の状況を的確に
把握することができる。 

・ 豊かな経験を生か
して、自校の生徒指
導力の向上につい
て、後進に対する指
導・助言及び支援を
行うことができる。 

 

生徒指導 ・ 生徒指導に関する基礎
的な知識を身に付け、
生徒と信頼関係を築く
ことの重要性を理解し
ている。 

・ 生徒指導に関する知識を
深め、生徒との信頼関係を
築くことができる。 

・ 生徒の課題解決に向けて、
組織の一員として連携協
働することができる。 

・ 生徒の自己を律する力を
育成するための組織的な
取組を主導することがで
きる。 

・ 生徒の課題解決に向けて、
専門家や外部機関と連携
協働して指導することが
できる。 

・ 生徒指導について、若手教
員等に指導・助言をするこ
とができる。 

 

・ 学校全体の課題解決に向
けて、専門家や外部機関と
の組織的な連携協働を推
進することができる。 

集団づくり ・ 望ましい集団づくりに
関する基礎的な知識を
身に付け、生徒間の共
感的な人間関係を育て
ることの重要性を理解
している。 

・ 望ましい集団づくりに関
する知識を深め、生徒間の
共感的な人間関係を育て
ることができる。 

・ 望ましい集団づくりのた
めの組織的な取組を主導
することができる。 

・ 望ましい集団づくりにつ
いて、若手教員等に指導・
助言をすることができる。 

キャリア教
育・進路指導 ・ キャリア教育や進路指

導の意義を理解してい
る。 

・ 生徒が自分らしい生き方
を実現するための力の育
成に向けて指導すること
ができる。 

・ 地域・社会や産業界とも連
携しながら、キャリア教育
の強化やライフプランニ
ングの支援を主導するこ
とができる。 

・ キャリア教育の強化やラ
イフプランニングの支援
が教育活動全体を通じて
行うことができるよう、若
手教員等に指導・助言をす
ることができる。 

特別な配慮や
支援を必要と
する生徒への
対応 特別支援教育 ・ インクルーシブ教育に

ついて理解するととも
に、特別な配慮や支援
を必要とする生徒の特
性や学び方等に関する
基礎的な知識を身に付
けている。 

・ インクルーシブ教育につ
いて理解を深めるととも
に、特別な配慮や支援を必
要とする生徒の学習上・生
活上の困難を理解し、障害
特性に応じた支援を行う
ことができる。 

・ インクルーシブ教育につ
いて理解を深めるととも
に、特別な配慮や支援を必
要とする生徒の学習上・生
活上の支援を、医療、福祉
等の関係機関と連携しな
がら、組織的に取り組むこ
とができる。 

・ インクルーシブ教育につ
いて理解を深めるととも
に、特別な配慮や支援を必
要とする生徒の学習上・生
活上の支援のために、医
療、福祉等の関係機関との
連携を主導し、若手教員等
に指導・助言をすることが
できる。 

・ 豊かな経験を生か
して、特別な配慮や
支援を必要とする
生徒の指導・支援に
ついて、後進に対す
る指導・助言及び支
援を行うことがで
きる。 

ＩＣＴや情報・
教育データの
利活用 授業や校務へ

の活用・ 
生徒等の情報
活用能力の育
成 ・ ＩＣＴを活用した学習

指導や校務の推進につ
いての意義や効果を理
解している。 

 

・ 情報モラルの指導の重
要性を理解している。 

・ ＩＣＴを日常的、効果的に
授業や校務等に活用する
ことができる。 

 

 

・ 生徒の実態に応じて、イン
ターネットの利用等に関
する、情報モラルの指導を
することができる。 

・ ＩＣＴを日常的、効果的に
授業や校務等に活用する
とともに、若手教員等に指
導・助言をすることができ
る。 

・ 生徒の実態に応じて、情報
モラルの指導をするとと
もに若手教員等に指導・助
言をすることができる。 

・ ＩＣＴの効果的な活用に
ついて、学校全体での情報
共有を推進するとともに、
若手教員等に指導・助言を
することができる 

・ 豊かな経験を生か
して、ＩＣＴの授業
や校務への活用に
ついて、後進に対す
る指導・助言及び支
援を行うことがで
きる。 

教育データの
活用 ・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向け、教育データを適切に活用することができる。 

※「0:養成期」には新規に採用する教員に対して任命権者が求める資質を掲載している。 

（案） 
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金沢市立工業高等学校教員育成指標【養護教諭】 
ステージ 

資質・能力 

０：養成期 
（養成段階） １：基礎形成期  （若手教員） ２：充実発展期  （中堅教員） ３：学校全体への貢献期  （ベテラン教員） ４：後進の育成期  （再任用教員） 

教職に必要な
素養 社会性・使命

感・教育的愛
情・倫理観 ・ 「令和の日本型学校教育」を踏まえた新しい時代における教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務等について理解している。 

・ 向上心と探究心を持ち、国内外の急激な技術の進展による社会の変化に合わせて常に学び続け、教員としての専門性の向上に努めている。 

・ 教育公務員としての崇高な使命を自覚し、その職責を果たし、２１世紀日本のものづくりを担う工業人材を育成することの重要性を理解してい
る。 

・ 生徒に対する教育的愛情を持っている。 

・ 法令を遵守するとともに、公平・公正に職務を行うための高い倫理観と規範意識を持っている。 

豊かな人間
性・人権意識・
コミュニケー
ション 

・ 豊かな人間性や人権意識を持ち、多様な生徒を受容するとともに、共感的に傾聴する姿勢を身に付けている。 

・ 他の教職員や保護者、地域住民等の思いや考えをよく汲み取るとともに、自らの意見を効果的に伝え、意思の疎通を図ることができる。 

・ 円満なコミュニケ―ションにより、他者と良好な人間関係を築くことができる。 

学校組織 
マネジメント 

・ 学校における組織的な
取組の重要性を理解し
ている。 

・ 組織の一員としての自覚
を持って自己の役割を果
たすことができる。 

・ 校務に積極的に参画し、時間や資源を効率的に用い、自校
の課題の改善に向けて、組織的な取組を企画・実行するこ
とができる。 

・ 豊かな経験を生か
して、自校の課題解
決について、後進に
対する指導・助言及
び支援を行うこと
ができる。 

保護者や地域
等との連携協
働 

・ 保護者や地域等との連
携協働の重要性を理解
している。 

・ 保護者や地域等との連携
協働を通じて課題を解決
しようとする姿勢を身に
つけている。 

・ 学校の強みや弱みを理解し、保護者や地域等との連携協働
による課題の解決について、若手教員等に指導・助言をす
ることができる。 

危機管理 

・ 危機管理に関する基礎
的な知識を身に付けて
いる。 

・ 危機管理に関する知識を
深め、普段から事故や災害
等を想定し、安全確保のた
めの必要な対策を講じる
ことができる。 

・ 様々な場面での事故や災害等に備え、未然防止の視点から、
組織的・効果的な対策を企画・実行することができる。 

養護教諭の専
門領域 保健管理 ・ 生徒の健康状態等の

把握と保健管理に関

する基礎的な知識を

身に付けている。 

・ 生徒の心身の疾病や障害

を把握し、適切に対応す

ることができる。 

・ 保健管理の組織的対応

について教職員を指導

することができる。 

・ 保健管理の組織的対応が

できるように、校内の連

携協働を推進することが

できる。 

・ 豊かな経験を生か

して、養護教諭の

専門領域につい

て、後進に対する

指導・助言及び支

援を行うことがで

きる。 保健教育 ・ 養護教諭の専門性や

学習指導要領に関す

る基礎的な知識・技術

を身に付けている。 

・ 自校の保健教育の計画立

案に参画し、生徒に指導

をすることができる。 

・ 生徒の実態に基づいた

保健教育を実践するこ

とができる。 

・ 学校全体の実態から課題

を把握し、自校のカリキ

ュラムマネジメントに対

して適切な提案をするこ

とができる。 

健康相談 ・ 生徒の発達段階に伴

う疾患及び健康相談

に関する基礎的な知

識を身に付けている。 

・ 健康相談のプロセスを理

解し、生徒の健康課題に

ついて教職員と連携し、

早期に対応することがで

きる。 

・ 生徒の健康課題につい

て、保護者や専門家と連

携し、校内相談体制を整

備することができる。 

・ 教職員全体の専門性を高

める校内研修を企画、運

営し、校内相談体制の充

実を図ることができる。 

保健組織活動 ・ 保健組織活動に関す

る基礎的な知識を身

に付けている。 

・ 教職員及び学校三師と連

携し、保健組織活動の企

画、運営に参画すること

ができる。 

・ 効果的な保健組織活動

を実践し、適切に評価、

改善を図ることができ

る。 

・ 近隣の学校や関係機関と

情報交換を行い、地域レ

ベルで保健組織活動を推

進することができる。 

保健室経営 ・ 養護教諭の役割及び

保健室の機能に関す

る基礎的な知識を身

に付けている。 

・ 生徒の健康課題に応じた

保健室経営計画を立案

し、実践することができ

る。 

・ 生徒の健康課題に応じ

た組織的な保健室経営

計画を立案し、実践する

ことができる。 

・ 生徒の健康課題の分析方

法や保健マネジメントに

ついて若手教員等に指

導・助言をすることがで

きる。 

生 徒 指 導 生徒理解 ・ 生徒理解に関する基

礎的な知識を身に付

けている。 

・ 生徒理解に関する知識を

深め、個々の生徒の背景

を理解することができ

る。 

・ 個々の生徒や学年の状

況を的確に把握するこ

とができる。 

・ 学校全体の状況を的確に

把握することができる。 

・ 豊かな経験を生か

して、自校の生徒

指導力の向上につ

いて、後進に対す

る指導・助言及び

支援を行うことが

できる。 

生徒指導 ・ 生徒指導に関する基

礎的な知識を身に付

け、生徒と信頼関係を

築くことの重要性を

理解している。 

 

・ 生徒指導に関する知識を

深め、生徒との信頼関係

を築くことができる。 

・ 生徒の課題解決に向け

て、組織の一員として連

携・協働することができ

る。 

・ 生徒の自己を律する力

を育成するための組織

的な取組を主導するこ

とができる。 

・ 生徒の課題解決に向け

て、専門家や外部機関と

連携・協働して指導する

ことができる。 

・ 生徒指導について、若手

教員等に指導・助言をす

ることができる。 

 

・ 学校全体の課題解決に向

けて、専門家や外部機関

との組織的な連携・協働

を推進することができ

る。 

集団づくり ・ 望ましい集団づくり

に関する基礎的な知

識を身に付け、生徒間

の共感的な人間関係

を育てることの重要

性を理解している。 

・ 望ましい集団づくりに関

する知識を深め、生徒間

の共感的な人間関係を育

てることができる。 

 

 

・ 望ましい集団づくりの

ための組織的な取組を

主導することができる。 

 

 

 

・ 望ましい集団づくりにつ

いて、若手教員等に指導・

助言をすることができ

る。 

 

 

特別な配慮や
支援を必要と
する生徒への
対応 特別支援教育 ・ インクルーシブ教育

について理解すると

ともに、特別な配慮や

支援を必要とする生

徒の特性や心身の発

達等に関する基礎的

な知識・技能を身に付

けている。 

・ インクルーシブ教育につ

いて理解を深めるととも

に、特別な配慮や支援を

必要とする生徒の学習

上・生活上の支援のため

に、保健等の専門的な知

識を生かし、組織の一員

として連携・協働するこ

とができる。 

・ インクルーシブ教育につ

いて理解を深めるととも

に、特別な配慮や支援を

必要とする生徒の学習

上・生活上の支援のため

に、主治医等との連携を

図りながら、組織的に取

り組むことができる。 

・ インクルーシブ教育につ

いて理解を深めるととも

に、特別な配慮や支援を

必要とする生徒の学習

上・生活上の支援のため

に、専門家や医療機関等

の外部機関との組織的な

連携を主導し、若手教員

等に指導・助言をするこ

とができる。 

・ 豊かな経験を生か
して、特別な配慮や
支援を必要とする
生徒の指導・支援に
ついて、後進に対す
る指導・助言及び支
援を行うことがで
きる。 

ＩＣＴや情報・
教育データの
利活用 指導や校務へ

の活用・ 
生徒等の情報
活用能力の育
成 ・ ＩＣＴを活用した指導

や校務の推進について
の意義や効果を理解し
ている。 

・ 情報モラルの指導の重
要性を理解している。 

・ ＩＣＴを日常的、効果的に
活用し、教職員と連携した
指導を展開することがで
きる。 

・ 生徒の健康状態に関する
データについて、適切に管
理することができる。 

・ ＩＣＴを日常的、効果的に
指導や校務等に活用する
とともに若手教員に指導
助言をすることができる。 

 

・ ＩＣＴの効果的な活用に
ついて、近隣の学校や関係
機関と情報交換を行い、地
域レベルでの共有を推進
することができる。 

・ 豊かな経験を生か
して、ＩＣＴの指導
や校務への活用に
ついて、後進に対す
る指導・助言及び支
援を行うことがで
きる。 

教育データの
活用 ・ 保健や健康などに関する教育データを適切に活用することができる。 

※「0:養成期」には新規に採用する教員に対して任命権者が求める資質を掲載している。 

（案） 



新・金沢型工業教育モデルの構築について

～金沢型工業教育モデル（平成２８年２月策定）改訂版～

（提言書） 

令和４年２月

新・金沢型工業教育モデル懇話会

議案第　２　号参考資料



はじめに 

 

 金沢市立工業高校は、昭和３年の開校以来、９０年余りに亘り、「ものづくり」

を通して、工業技術の基礎・基本を身に付け、社会人として重要な人間力を備

えた人材の育成に取り組み、多くの優れた卒業生を継続的に産業界に送り出し

てきた。 

 一方、少子化や経済のグローバル化の進展など、学校を取り巻く環境が変化

し続けて行く中、その変化に対応し、多様化する社会の要請に応える人材を育

成するため、平成２８年からは、教育界や産業界の有識者などからの提言によ

る「金沢型工業教育モデル」に基づいた工業教育を着実に実践してきた。 

 しかしながら、前回のモデル構築から５年が経過し、令和４年度より年次進

行で実施される新学習指導要領やＡＩ・ＩｏＴと言った情報技術の急速な高度

化などへの対応が必須となっていることから、これまでの実践成果の検証を行

い、今後の市立工業高校の取り組みについて検討することが肝要となってきた。 

 このような経緯のもと、「新・金沢型工業教育モデル懇話会」を令和３年８月

から３回に亘って開催し、これまでの成果検証や来るべき時代の趨勢を見据え、

市立工業高校の魅力向上や課題解決策などについて専門的な見地から幅広い検

討を行った。 

 本提言書は、市立工業高校の取り巻く状況を踏まえて、これからの市立工業

高校の歩むべき姿を示したものである。 

 金沢市立工業高校においては、本提言を基に、多彩なものづくり産業を創出

してきた進取のまち金沢に相応しい「一歩先を行く工業教育」の実践によって、

日本の“ものづくり”の将来を担う人材が数多く輩出されることを期待するも

のである。 

 

令和４年２月 

 

 

新・金沢型工業教育モデル懇話会 

座 長  花 岡  良 一 
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 新・金沢型工業教育モデルの構築について 

～金沢型工業教育モデル（平成２８年策定）改訂版～ 

 

 

Ⅰ 構築の背景と経緯 

 

  金沢市では平成２８年２月、少子化や経済のグローバル化の進展など、学

校を取り巻く大きな環境の変化に対応するために、今後の市立工業高校の方

向性を明確化した「金沢型工業教育モデル」を構築し、工業教育を実践して

きた。 
 「金沢型工業教育モデル」は、平成２０年度に策定した「工業教育金沢モデ

ル」の成果と課題の検証に基づき、基本理念や基本的方向性を定めるとともに、

新たな具体的な取組みにおいて、生徒募集を対象とした「入口戦略」、教育内

容を対象とした「中身戦略」、および進路支援を対象とした「出口戦略」の３

つに体系化し、実践してきた。 
 しかし、「金沢型工業教育モデル」の構築から５年が経過し、その成果や課

題を検証するとともに、令和４年度から年次進行で実施される新学習指導要領

やＡＩなどの情報技術の急速な高度化などへの対応が必須となっていること

から、この度、「新・金沢型工業教育モデル懇話会」を設置し、新たなモデル

を構築することとした。 

 

 

Ⅱ 金沢型工業教育モデルの成果と課題 

 

平成２８年度から、金沢型工業教育モデルとして実践してきた事業の成果と

課題については、以下に記述する通りである。参考データ等は資料４（p.16

～20）に掲載した。 
 

１．入口戦略  

 

（１）情報発信の強化とものづくりに興味、関心のある生徒の確保 

 

【成果】 

○学校ＰＲ動画を作成し、学校の取組みや魅力を中学生の体験入学や中学

校ＰＴＡの学校訪問時に紹介した。 
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○市内の中学校だけでなく、市外や県内の中学校にも積極的に訪問しなが

ら学校プロモーション活動を展開した。 

○小学生対象のものづくり教室を積極的に開催することにより、ものづく

りに対する興味、関心を啓発し、児童や保護者から好評価を得た。 

○校内にものづくり情報コーナーを設置し、来校する中学生や企業に魅力

を伝えた。 

 

【課題】 

○少子化の影響により、石川県においても生徒数の減少が懸念されており、 

ものづくりに興味、関心のある入学志願者の確保が難しい。 

○令和３年度の一般入学者選抜倍率は、この１０年間で最低の１．０７倍

であった。 

○令和３年度の一般入学者選抜では、電気および土木の２学科で募集定員

を下回った。 

○平成２８年度より、女子の志願者および入学者の減少が続いており、女

子生徒に対する工業高校の魅力発信が必要である。 

○体験入学やものづくり教室への参加が、必ずしも本校志願と結びついて

いない。 

○コロナ禍においては、中学校ＰＴＡの訪問や中学生の体験入学を中止ま

たは縮小して実施せざるを得ない。 

 

２．中身戦略 

 

（１）課題解決型学習の導入によるものづくり教育の更なる充実 

 

【成果】 

○技能検定における上位資格取得数は増加し、令和元年度からは１００名を 

超えている。 

 

【課題】 

○ものづくりコンテストの取組みは、熟練技能者の熱心な指導により成果を

収めているが、課外活動として一部の生徒の活動に留まっている。 

○実習は生徒の登校が前提となるため、コロナ禍などによる学校休業時には、

実習の場を如何に確保するか。 
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（２）産業界や大学との連携促進 

 

【成果】 

○金沢職人大学校、石川県職業能力開発協会および金沢建設業協会との連携

や金沢工業大学との交流により、より専門的な技術の習得が成されている。 

 

【課題】 

○今後、ＩＣＴ教育の分野での連携強化が必要である。 

 

（３）教育環境の改善 

 

【成果】 

○国の補助制度により、整備したデジタル実習機器での実習が可能となった。 

○一人一台の端末が整備され、ＩＣＴを基盤とする先端技術などの活用が可

能となった。 

○オンライン授業環境を整備することにより、コロナ禍の学校休業にも対応

が可能となった。 

 

【課題】 

○国庫補助制度のない実習機器の更新に掛かる予算を如何に確保するか。 

○実習機器の定期的、計画的な保守や更新は不可欠である。 

○教員に対して先端技術機器に関する継続的な教育研修が必要である。 

○教員の技量により、先端技術授業力に差が生じる。 

 

（４）教員の資質と技能の向上 

 

【成果】 

○各種機関での研修制度については、概ね整備されつつあり、教員の意識改

革やモチベーションの向上に繋がっている。 

○民間企業からの指導者派遣を通じて、熟練技能者が保有する技術力が生か

されている。 

○学科、教科ごとに授業力改善アドバイザーが配属され、専門的な見地から

指導を受けている。 
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【課題】 

○金沢市の独自採用から５年経過後の教員が、実習教員を除く正規教員の半

数近くを占めており、若手教員の育成が必要である。 

○工業系教員志望者が減少傾向にあるため、優秀な工業系教員の確保が急 

務である。 

○授業力改善アドバイザーが多忙のため、教員の要望通りに指導を受けられ

ない場合がある。 

 

（５）部活動、地域貢献活動など課外活動の積極的参加 

 

【成果】 

○高い部活動加入率により、社会性、協調性が養われ、人間力の向上に寄

与している。 

 

【課題】 

○専門外の部活動などの指導が、教員の負担となっている場合がある。 

○コロナ禍により活動が制限される場合がある。 

 

３．出口戦略  

 

（１）キャリア教育の強化 

 

【成果】 

○就職・進学いずれの場合も、全員が希望する進路に進んでいる。 

○新卒者の早期離職率が県内新卒者離職率を下回っており、キャリア教育の

成果が現れている。 

○県内就職者が９割近くを占め、地域産業に貢献する人材を輩出している。 

○就職者の４～５割が就業体験後に就職しており、受入れ企業からは礼儀や

就業態度について高い評価を受けるなど、就業体験が就職先確保に寄与し

ている。 

○３年生の大部分が就業体験先に就職しており、ミスマッチの解消に役立っ

ている。 
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【課題】 

○就業体験を夏季休業期間に実施するため、部活動などの都合により、参加

できない生徒がいることや受入れ企業が生徒に体験させたい工程が限定

的となる。 

○就職者の４分の１相当は、工業系以外の分野へ就職しており、中には学校

で学んだ専門知識を生かせない職業分野に就職しているケースもある。 

○大学・短大進学者の過半数が、工業系以外に進学している。 

○進学希望の生徒において、国公立大学の進学者数が低迷している。 

○普通科目の単位数が少ないため、大学進学後に英語で苦労する卒業生がい 

る。 

 

 

Ⅲ 基本的な方向性と具体的な取組み 

 

「新・金沢型工業教育モデル」の構築に当たっては、これまでの成果を検証

するとともに、現状課題についての検討を重ねてきた。その結果、金沢型工業

教育モデルが、長期的な視野に立って構築されたモデルであること、これまで

の実践により一定の成果があったことなどを踏まえ、「新・金沢型工業教育モ

デル」の基本理念や基本的方向性については、これまでの工業教育モデルの考

え方を大枠で継承することとする。基本理念については、「ものづくりの感性、

技術の基礎・基本と社会人として必要な人間力を身に付けた創造性豊かな人材

を育成し、金沢市および地域産業の発展に貢献する」とした。また、基本的方

向性については、「入口戦略」、「中身戦略」および「出口戦略」の基本フレー

ムを維持しながら、以下の４項目に纏めて重点化する。金沢型工業教育モデル

で実践成果のあった取組みについては、継続して行くこととした。 

 

１．入口戦略  

 

（１）情報発信の継続とものづくりへの興味、関心の啓発 

【要望】 少子化が進む中、一部の学科においては、入学志願者の低下傾向が

見受けられることから、今後も本校の入学志願者を確保するためには、中学

生やその保護者等に対して、継続的に市立工業高校の魅力等を発信すること

が必要である。これからも、中学生を対象とする学校体験入学や小学生を対

象とするものづくり教室をはじめ、中学生や保護者が、本校に関心を持ち、

本校を受験する流れになるような効果的プロモーション活動の展開が求め
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られる。 

【具体的な取組み（継続）】 

〇ホームページの刷新など学校ＰＲを拡充する。 

〇ものづくり情報発信コーナーを積極的に活用する。 

 

２．中身戦略  

 

（１）教員の資質向上や産業界と大学との連携を通じた「ものづくり教育」の

更なる充実 

【要望】 本校の授業に課題解決的学習（ＰＢＬ）を導入することにより、こ

れまでに、ものづくりの基礎・基本の習得や技能検定資格取得者の増加など、

大きな成果を上げてきた。しかし、近年の情報技術の高度化と急速な進展に

より、ものづくり教育においてもＩＣＴやデジタル技術などの先端技術に関

する更なる教育の充実が急務となってきている。また、新技術の習得に向け、

教員資質の向上や産業界、大学などとの連携が不可欠である。これらは、今

後も取り組んで行くことが求められる。 

 

【具体的な取組み（継続）】 

〇課題解決的学習の推進や生徒の資格取得に尽力する。 

〇企業などへの教員派遣研修や熟練技能者の活用を強化する。 

〇授業力改善アドバイザーによる若手教員への指導を促す。 

 

（２）部活動や地域貢献活動など課外活動への積極的な参加と人間形成 

【要望】 本校はこれまで、部活動や地域活動、ボランティア活動などへの積

極的な参加を通して、生徒の社会性や協調性を養い、人間力を向上させてき

た。これからも、授業はもとより、課外活動の積極的、自発的な参加を通し

て、社会人に必要とされる人間力を身に付けた人材を育成して頂きたい。 

 

【具体的な取組み（継続）】 

〇部活動、地域貢献活動などへの積極的な参加を促す。 

 

３．出口戦略  

 

（１）キャリア教育の強化とライフプランニングの支援 

 【要望】 本校では、生徒のキャリア教育に力を注いできており、その指導

体制を進学指導部と就職指導部に細分し、きめ細やかな進路支援を行うこ
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とにより、早期離職率も他校に比べ低い数字を示すなど、一定の成果を収

めてきた。生徒にとって、将来の進路選択は極めて重要なことであり、こ

れからも、生徒の生涯生活設計を念頭に置いて、３年間を見据えた進路ガ

イダンスやインターンシップなどの進路支援を継続実施し、一人ひとりの

生徒が要望する進路への実現を目指して頂きたい。 

 

【具体的な取組み（継続）】 

 〇きめ細やかなキャリア教育を推進する。 

〇効果的なインターンシップを実践する。 

 

 

Ⅳ 総合戦略と具体的な取組み 

 

「新・金沢型工業教育モデル」では、これまでの工業教育モデルの考え方を

大枠で継承しながらも、新たな取組みなどについては、来るべき時代の趨勢を

見据え、「入口戦略（生徒募集）」、「中身戦略（教育）」、および「出口戦略（進

路支援）」のいずれにも関連する取組みとして、新たに５つの「総合戦略」に

体系化し、以下に示すような取組みを実践して行くこととした。 

 

１．総合戦略Ⅰ 「ＩＣＴ推進モデル校へ」 

 

【要望】 本校では、国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、令和２年度に「高

速大容量の通信ネットワーク」、令和３年度に「１人１台の端末と周辺機

器の整備」など、教育のＩＣＴ化に向けた環境整備に取り組んできた（整

備内容については資料４に掲載）。今後は、ＩＣＴ推進モデル校として、

県内の高等学校に先駆けて整備したＩＣＴ環境資源を積極活用し、

Society５．０時代を見据えたＩＣＴ教育を実践して頂きたい。  
 【具体的な取組み（新規）】 

〇校内ＩＣＴ推進室を設置する。 

専任教員や教育アドバイザーを配置した校内ＩＣＴ推進室を設置し、 

ＩＣＴ教育等に取り組んで行く。 

・ＩＣＴ活用によるアクティブラーニングを通して創造性や個性の育成 

を図る。 

・教職員のＩＣＴ活用指導力の向上やＩＣＴ授業教材の研究、開発を行う。 

・情報モラル教育を拡充する。 
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・ペーパレス化による教職員の働き方改革を実施する。 

２．総合戦略Ⅱ 「ロールモデルの活用」 

 

【要望】 近年、一部の学科において、入学志願者の低下傾向が見受けられ

るほか、女子志願者の低下傾向も続いていることから、工業高校や工業教

育への関心や理解を深めるための新たなプロモーション活動が必要であ

ると考える。そこで、企業や大学など社会で活躍する卒業生をロールモデ

ルとして起用し、中学生やその保護者、中学校教員などに向け、本校の卒

業生が、進学先や就職先で活躍している姿、本校での学びを通して得られ

た知識、実社会での活用事例などを、映像を通して紹介し、市立工業高校

への関心や理解をより深め、本校志願者の増加に繋げて頂きたい。 
   ロールモデルが、新たなロールモデルを生むことによって、本校が更に 

活性化することを期待するものである。 

  

 【具体的な取組み（新規）】 

  〇社会で輝く卒業生のＰＲ動画作成と配信に力を入れる。 

   ・ＰＲ動画は、中学生体験入学や中学校訪問などで配信する。  
３．総合戦略Ⅲ 「先端技術教育推進校へ」 

 

【要望】 第４次産業革命とも言われるＡＩやＩｏＴ、ビッグデータなどを

はじめとする技術革新が加速度的に進展する一方、来るべき Society   

５．０時代の地域産業を支える人材の育成が急務となっている。本校に

おいても、超スマート社会への対応を見据えて、これまでの「ものをつ

くる人」に加えて、ロボットなどの「ものを使う人」の能力を兼ね備え

た人材の育成に向け、新しい知識や技術をキャッチアップしながら、よ

り一層、先端技術教育を推進し、一歩先を行く工業教育を実践して頂き

たい。 

  

  【具体的な取組み】 

 〇先端技術教育推進体制を確立し、実践する。 

   ・デジタル実習機器を整備する。 
   ・先端技術教育に関する長期教員派遣研修および生徒現場学習を強化し

て実施する。 
   ・ものづくりコンテストなどへ積極的にチャレンジする。 
   ・Ｃｕｂｅ Ｓａｔ（小型人工衛星）の開発、研究を推進する。 
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４．総合戦略Ⅳ 「時代に即した指導体制」 

 

  （１）工業系教員の採用 

【要望】 本校では、近年、工業系教員志望者が減少傾向にあることから、

教育活動を円滑に実施するためにも、現在不足している工業系教員の採

用数を増やし、優秀な工業系教員を確保する必要がある。それ故、工業

系教員の不足解消に向けた新たな取組みが求められる。  
【具体的な取組み】 

〇卒業生が教員として本校へ戻るサポート体制の整備を行う。（新規） 

〇工業教員の魅力を大学などへＰＲする。  
  （２）教員指導力の高度化 

  【要望】 Society５．０時代における工業人を育成するためには、教員自

身が、実践的指導力の向上に向け、先端技術分野の専門的知識・技術を習

得するとともに、常にアップデートして行くことが必要である。本校にお

いても、教員資質・技術を向上させる新たな研修の実施や探究心をもって

学び続ける教員の適正評価システムを構築し、教員指導力の更なるレベル

アップを図り、企業レベルでの工業教育の実現を目指して頂きたい。  
【具体的な取組み（新規）】 

〇企業レベルの指導力育成のため、大学・企業への教員長期派遣研修を実 

 施する。 

〇適正な教員評価のシステムを構築し実施する。 

 

５．総合戦略Ⅴ 「学びの継続・連携」  
  【要望】 金沢市では、小学校・中学校・高等学校の学校教育振興を一層図

るため、中長期の視点に立った学校教育の目指すべき姿や取組むべき施

策を明らかにした「金沢市学校教育振興基本計画」を策定し、より良い

学校教育の推進に努めている。本校においても、高等学校として、義務

教育において育成された資質・能力を発展させながら、生徒一人ひとり

の最適な学びを実現する役割を担っている。これを踏まえ、「金沢市学校

教育振興基本計画」に示されている小中学校からの学びを継続、連携す

る取組みを進めることによって、学び続ける意欲を持ち、多様化する課
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題に対して主体的に解決できる力を身に付け、次代を担う人材の育成に

努めて頂きたい。  
  （１）学力の向上 

【要望】  本校では、生徒が自学に消極的であることが懸念されており、基礎

的・基本的な知識・技能を身に付けさせるためにも、１年次からＩＣＴを

活用した課題探求型学習（ＰＢＬ）に取り組ませるなど、自学の習慣化を

通して、生徒の学力を向上させ、生徒一人ひとりが、本当に希望する進路

への実現を可能にできるよう努力して頂きたい。  
【具体的な取組み（新規）】 

〇課題探究的学習などの実施を通して、自学の習慣化を促進し思考能力を

伸ばす。  
  （２）キャリア教育の拡充 

【要望】  本校では、これまでもキャリア教育に力を注いできており、生徒に

対してきめ細やかな進路支援を行ってきた。今後は、生徒が早期に将来設

計を描くことができるよう、１年次から実社会との繋がりを具体的に意識、

体験できるシステムの構築などにより、キャリア教育の更なる拡充に向け

て取り組んで頂きたい。  
【具体的な取組み】 

〇１年次からキャリアガイダンスを実施し、大学オープンキャンパスへの

参加を進める。（新規） 

〇就業体験の通年化を検討する。（新規） 

〇企業、大学で活躍する卒業生との交流を深める。  
  （３）国際理解教育の推進 

【要望】  企業の海外進出や産業のグローバル化が進展する中で、工業人も海

外との繋がりが不可欠となってきている。本校においても、海外姉妹校の

他、本市の姉妹都市や友好都市などの海外交流資源を有効活用し、人材・

技術・情報・語学交流などを通じて、グローバル社会への対応力を養って

頂きたい。  
【具体的な取組み】 

〇姉妹都市や姉妹校との交流（相互訪問、オンライン交流）をより一層深め
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る。   
  （４）ＳＤＧｓ教育の推進 

【要望】 近年、環境・開発・人権と言った様々な分野における現代社会の課

題解決に向け、持続可能な社会づくりの担い手育成が求められている。本

校においても、工業高校として「つくる責任」の立場から、持続可能社会

の構築に向けた意識啓発を図るべく、ＳＤＧｓ教育を積極的に推進して頂

きたい。  
 【具体的な取組み】 

 〇ＳＤＧｓセミナーやワークショップの開催を強化する。 

  
Ⅴ 実践に当たっての留意点 

  モデルの実践に当たっては、教職員一人ひとりが基本的な方向性や具体的   
 な取組みについて十分に理解を深めるとともに、学校長がリーダーシップを

発揮し、全教職員の共通理解のもと、学校全体で組織的に取り組んで頂きた

い。 
  また、当モデルは、今後の５年程度を展望したものであるが、今日、ＡＩ

やＩoＴなどの急速な技術の進展により社会が激しく変化し、多様な課題が生

じていることから、文系・理系といった枠にとらわれず、課題の発見・解決

や社会的価値の創造に結び付く資質・能力の育成が求められている。従って、

今後とも、必要に応じて成果検証を行い、従来の工業教育のイメージに留ま

ることなく、常に未来を見据えた改善点を精査し、より良い工業教育モデル

へと進化させて行くことを望むものである。  



 ○情報発信の継続とものづくりへの興味、関心の  ○教員の資質向上や産業界と大学との連携を通じた  ○キャリア教育の強化とライフプランニングの

　 啓発 　 「ものづくり教育」の更なる充実 　 支援

      ・ホームページの刷新など学校ＰＲを拡充する。       ・課題解決的学習や生徒の資格取得に尽力する。       ・きめ細やかなキャリア教育の推進する。

      ・ものづくり情報発信コーナーのを積極的に活用       ・企業などへの教員派遣研修や熟練技能者の活用を       ・効果的なインターンシップの実践する。

       する。     強化する。

      ・授業力改善アドバイザーによる若手教員への

         指導を促す。

 ○部活動や地域貢献活動などの課外活動への積極的な

 　参加と人間形成

      ・部活動、地域貢献活動などへの積極的な参加を促す。

「ＩＣＴ推進モデル校へ」 「ロールモデルの活用」 「先端技術教育推進校へ」 「時代に即した指導体制」 「学びの継続・連携」

　○校内ＩＣＴ推進室を設置する。 　○社会で輝く卒業生のＰＲ動画 　○先端技術教育推進体制を確立し、 　○卒業生が教員として本校へ戻る 　○課題探求的学習などの実施を

      ・ＩＣＴ活用によるアクティブ 　　作成と配信に力を入れる。 　　実践する。 　　サポート体制の整備を行う。 　　通して、自学の習慣化を促進

    ラーニングを通して創造性や       ・ＰＲ動画は、中学生体験入学       ・デジタル実習機器を整備する。 　○工業教員の魅力を大学などへ 　　し思考能力を伸ばす。

    個性の育成を図る。     や中学校訪問などで配信する。       ・先端技術教育に関する長期教員 　　ＰＲする。 　○１年次からキャリアガイダンス

    ・教職員のＩＣＴ活用指導力の        派遣研修および生徒現場学習を 　○企業レベルの指導力育成のため 　　を実施し、大学オープンキャン

     向上やＩＣＴ授業教材の研究、        強化して実践する。 　　の大学・企業への教員長期派遣 　　パスへの参加を進める。

     開発を行う。       ・ものづくりコンテストなどへ 　　研修を実施する。 　○就業体験の通年化を検討する。

       ・情報モラル教育を拡充する。        積極的にチャレンジする。 　○適正な教員評価システムを構築 　○企業、大学で活躍する卒業生

       ・ペーパーレス化による教職員       ・Ｃｕｂｅ Ｓａｔ（小型人工 　　し実施する。 　　との交流を深める。

     の働き方改革を実施する。        衛星）の開発、研究を推進 　○姉妹都市や姉妹校との交流を

   する。 　　（相互訪問、オンライン交流）

　　をより一層深める。

　○ＳＤＧｓセミナーやワークショ

　　ップの開催を強化する。

総合戦略Ⅰ 総合戦略Ⅱ 総合戦略Ⅲ 総合戦略Ⅳ 総合戦略Ⅴ

入口戦略（生徒募集） 中身戦略（教育） 出口戦略（進路支援）

いずれの戦略にも関連する新たな取組みを総合戦略として体系化

〇総合戦略と具体的な取組み（新規）

新・金沢型工業教育モデル（体系図）
～　２１世紀日本のものづくりを担う工業人材を育成する　～

〇基本理念

　ものづくりの感性、技術の基礎・基本と社会人として必要な人間力を身につけた創造性豊かな人材を育成し、金沢市及び地域産業の発展に貢献する。

〇基本的な方向性と具体的な取組み（継続）
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（資料１） 

 

「新・金沢型工業教育モデル懇話会」設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 金沢市立工業高等学校（以下「学校」という。）における10年先を見据えた工業

教育のあり方を示した金沢型工業教育モデルについて、策定から５年が経過したことか

ら、これまでの取り組みの成果を検証するとともに、今後の具体的な取り組みについて

検討することを目的として、「新・金沢型工業教育モデル懇話会（以下「懇話会」とい

う。）を設置する。 

 （任務） 

第２条 懇話会は、次に掲げる事項について検討する。 

 (1) 金沢型工業教育モデルの成果の検証、改善事案に関する事項 

 (2) 前号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事項 

（組織等） 

第３条 懇話会は、委員10人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、金沢市教育委員会が委嘱する。 

 (１)学識経験者 

 (２)産業界関係者 

 (３)学校関係者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から令和４年３月31日までとする。 

（座長） 

第５条 懇話会に座長を置く。 

２ 座長は、委員の互選により定める。 

３ 座長は、会務を総理し、懇話会を代表する。 

（会議） 

第６条 懇話会の会議は、座長が必要に応じて招集し、座長が議長となる。 

（事務局） 

第７条 懇話会の事務は、学校事務局において処理する。 

（雑則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、座長が懇話会

に諮って定める。 

附 則 

この要綱は、令和３年７月１日から施行する。 

 



　委員（９名）

氏　　　名

　池本　良子

　柿木　貴子

　髙松　宗一郎

◎花岡　良一

　早川　治夫

　村谷　恭代

　八木谷　聡

○山崎　光悦

　米山　猛

◎は座長 ○はアドバイザー

令和３年８月20日 第１回会議

・懇話会の趣旨等説明、座長選出

・金沢型工業教育モデルの成果と課題の説明

令和３年10月28日 第２回会議

・新・金沢型工業教育モデルの基本的な方向性と取組みについて協議

令和４年１月13日 第３回会議

・新・金沢型工業教育モデルの提言骨子について協議

　金沢大学 学長 　学識経験

　金沢大学大学院自然科学研究科特任教授 　学識経験

新・金沢型工業教育モデル懇話会　開催経過

　(株)明翫組専務取締役 　産業界

　金沢市立工業高等学校元ＰＴＡ会長 　学校関係

　金沢大学理工研究域電子情報通信学系教授 　学識経験

　(株)ビーケープラス専務取締役 　産業界

　高松機械工業（株）代表取締役社長 　産業界

　金沢工業大学電気電子工学科教授 　学識経験

（資料２）

「新・金沢型工業教育モデル懇話会」委員

（五十音順　敬称略）

所　　　　　　　　　　　属 備　　考

　金沢大学理工研究域地球社会基盤学系教授 　学識経験
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（資料３） 

懇話会における委員の主な意見  
【ＩＣＴや先端技術関連】 

 

・ＩＣＴを活用した授業は、問題解決型学習の教育に必要不可欠である。 

・ＩＣＴ化は、ものづくり現場にもどんどん進んでいる。 

・女性は、ＩＣＴを活用した機械をすごく求めている。 

・大きな工作機械は苦手でも、ＩＣＴを使った機械には関心を示す女性が多い。 

・就業体験では、ドローンを飛ばさせたことが最も喜ばれた。 

・金沢市のものづくり総合戦略では、ＩＣＴを活用できる人材が非常に求められ

ている。   
【学校プロモーション関連】 

 

・女子学生は、かなりの決意がないと工業高校に入学しない。入学への決意を持

ってもらうこと、並びに決意を持って入ってきた女子学生の期待を裏切らない

ことが大切である。 

・工業高校に対する保護者の理解を深めることは、非常に重要である。 

・現場に立ちたい女子は多いと思われるが、どんな分野や実務があるのか、女子

には、ものづくり現場のイメージが沸き難い。具体的な映像で見せれば、夢を

描き易いのではないか。 

 

 

【指導体制関連】 

 

・教育手法研究などの成果発表する機会を通じて、教員志願者の増加が見込まれ

るのではないか。 

・工業教員の魅力を大学生向けにＰＲすれば効果があるのではないか。 

・企業に就職した後に、本校の工業教員として戻った生徒がおり、企業としても

応援したい。 

・教員が自分の目標を決めて研究を行い、自ら学会などで発表する機会を持てる

システムの整備が必要ではないか。 

・教員の資質・技能に応じた適正な評価システムを構築することは重要である。 

・教員にもインターンシップの場を提供すれば、教育的だけてなく、企業にとっ

ても社会的、技術的な効果がある。 

 



金沢型工業教育モデルの成果と課題［１／５］ （資料４）

戦　略

１　情報発信を強化し、ものづくりに興味、関心のある生徒を確保する。

　[取り組み] 　［成果］
 （１）学校ＰＲ動画を製作し、学校の魅力を紹介 　 　・学校ＰＲ動画を作成し、中学生の体験入学や中学校ＰＴＡの学校訪問時に
 （２）市外のみならず県内全域の中学校にプロモーション活動を実施  　　　学校の取り組みや魅力を紹介した。
 （３）ホームページの更新を増やし、常に新しい情報を発信 　 　・市内の中学校だけでなく市外や県内の中学校にも積極的に訪問しながら
 （４）校内に課題研究で製作した作品を展示するものづくり情報コーナーを新設 　 　　プロモーション活動を実施した。
 （５）小学生対象のものづくり教室の実施 　　 ・小学生対象のものづくり教室を積極的に開催し、ものづくりに対する興味、

　　 　関心を持ってもらえるよう努め、児童や保護者に高評価を得た。
 （１）一般入試受験倍率の推移  　　・校内にものづくり情報コーナーを設置し、来校する中学生をはじめ企業の

　　　 皆さんにも魅力を伝えた。
年度 H22～27年度 H28 H29 H30 R元 R2 R3 H28～R3年度

一般入試倍率

（倍） 　［課題］
他の県内工業 1.20 1.04 1.01 1.05 0.87 0.89 1.01 　 　・コロナ禍において、中学校PTAの訪問や中学生の体験入学の実施が

　　　 難しい場合がある
 （２）学科別一般入試受験倍率の推移 　　 ・少子化の影響により、石川県においても生徒数の減少が懸念されており、

　　　 ものづくりに興味、関心のある入学志願者の確保が難しい。

 　　・令和３年度の一般入学者選抜倍率は、この１０年間で最低の１．０７倍と
　　　　　 なった。
 　　・令和３年度の一般入学者選抜では、電気および土木の２学科で募集定員を
　　　　 　 下回った。

 （３）中学生体験入学者数の推移

年度 H22～26年度 H27 H28 H29 H30 R元 R2
体験入学者

（人）

 （４）小学生対象ものづくり教室参加者数の推移 　　 ・平成２８年度より、女子の志願者および入学者の減少が続いており、
　　　 女子生徒に対する工業高校の魅力発信が課題である。

H27 H28 H29 H30 R元 R２
　プログラミング教室 10 10 10 ※12 （定員１０名） 　　 ・体験入学やものづくり教室の開催が、必ずしも本校志願者の増加に
　電子工作教室 20 20 20 20 20 （定員２０名）        つながっていない。

※は千坂小学校で出前講座

入口戦略

1.28（平均） 1.28 1.29 1.23 1.51 1.19 1.07 1.26（平均）

489（平均） 523 547 551 499 515

金沢型工業教育モデルの取組状況や実績など 成果と課題
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金沢型工業教育モデルの成果と課題［２／５］

戦　略

１　課題解決学習を導入し、ものづくり教育の更なる充実を図る。

 （１）技能検定における上位資格取得を奨励　　[内容]２級取得を奨励
技能検定取得者の推移

年度 H28 H29 H30 R元 R2 計
機械加工 　［成果］
（普通旋盤・２級） 4 2 1 2 1 10  　　・技能検定における上位資格取得数は増加し、令和元年度からは１００名を
（普通旋盤・３級） 3 2 12 10 5 32 　 　　超えている。
（フライス盤・２級） 1 1 2
（フライス盤・３級） 1 3 2 1 7
（マシニングセンタ・３級） 8 11 6 7 32
機械検査 0
（機械検査・３級） 20 17 6 26 5 74
電子機器組立 0 　［課題］
（電子機器組立・２級） 2 3 2 7  　　・ものづくりコンテストの取組みは、熟練技能者の熱心な指導により
（電子機器組立・３級） 23 3 45 41 73 185 　 　　成果を収めているが、現在は、課外活動として一部の生徒の活動に
電気機器組立 0 　　 　留まっている。
（配電盤組立・２級） 3 2 1 2 8 　 　・実習は生徒の登校が前提となるため、学校休業時の対応など
（配電盤組立・３級） 10 5 4 7 6 32 　　   コロナ禍でいかに実習の場を確保するかが課題となる。
（シーケンス制御・３級） 20 11 2 33
プリント配線板製造 0
（配線板設計・３級） 0
建築大工 0
（大工工事・２級） 1 1 5 7
（大工工事・３級） 5 6 2 2 15
電気製図 0
（配電盤製図・２級） 0
（配電盤製図・３級） 1 33 6 8 9 57

２級取得 10 9 3 7 5 34
３級取得 86 87 88 105 101 467
合計 96 96 91 112 106 501

 （２）高校生ものづくりコンテスト等での上位入賞
①ジュニアマイスター顕彰制度（主催　全国工業高校校長会）
　　・特別表彰 Ｈ２５：４名 Ｈ２９：３名

Ｈ３０：２名 Ｒ　１：１名 Ｒ　２：３名
②全国ソーラーラジコンカーコンテスト

（主催　ソーラーラジコンカーコンテスト実行委員会）
　　・（エレクトロニクス部）　Ｈ２８　準優勝　　Ｈ３０　準優勝

２　産業界や大学との連携を推進する。 　［成果］

　　 ・金沢職人大学校、石川県職業能力開発協会、金沢建設業協会との連携や
　  　 金沢工業大学との交流により、より専門的技術習得がなされている。

　［課題］
　 　・今後、ICT教育の分野での連携強化が必要である。

中身戦略

金沢型工業教育モデルの取組状況や実績など 成果と課題
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金沢型工業教育モデルの成果と課題［３／５］

戦　略

３　教育環境を改善する。
　［成果］

 （１）産業教育備品の改善 　 　・国の補助制度を活用したデジタル先端設備の実習が可能となった。
①年次計画に沿い、実習機器を更新 　 　・一人一台の端末が整備され、ICTを基盤とする先端技術等の活用が可能と
　・平成２８年度　帯鋸盤　１台　電動機発電機実験装置　２台　　        なった。

  ・平成２９年度　汎用フライス盤　１台　シーケンス制御装置　５台　　　　 　 　・今後、オンライン授業環境を整備することで、コロナ禍の学校休業にも

  ・平成３０年度　半自動フライス盤　１台　ドリル研削盤　１台　周波測定装置　２２台　　　        対応可能となった。

  　　　  ドローン　１台　電動油圧工具　１台　手動式直管ベンダー　１台 　［課題］

  ・令和 元 年度　トータルステーション ２台　デジタルオシロスコープ　１０台　　 　　 ・国庫補助制度のない実習機器の更新にかかる予算確保が課題となる。

　　　　電気炉  １台　半自動溶接機　２台　手動式溶接機　４台 　   ・教員に対する先端技術機器に関する継続的な教育研修が必要である。

　・令和 ２ 年度　汎用フライス盤１台　切断機　１台　　　　 　 　・定期的、計画的な保守や更新が不可欠である。

　・令和 ３ 年度　裁断機　１台　　　　４尺旋盤　１台　　 　 　・教員の技量により、先端技術授業力に差が生じてくる。

②デジタルトランスフォーメーションに対応した先端設備の導入（国補助）
　・令和 ３ 年度　マシニングセンター　１台　　

　　  　電力送配電実習装置　１台

 （２）ICT環境の改善
①高速大容量通信ネットワーク整備（GIGAスクール構想）
　・令和 ２ 年度　校内通信ネットワーク整備（国補助）　　
　　　　　　　　　生徒用端末　４０台　　
　・令和 ３ 年度　GIGAスクール授業支援システム整備・稼働（予定）　　
　　　　　　　　　生徒用端末　６８０台　　
　　　　　　　　　教師用端末　　６０台　　

４　教員の資質、技能を向上する。 　［成果］

 （１）教員研修 　　　・教員の意識改革、モチベーションの向上に繋がっている。
　・教育プラザ研修相談センター主催の各種研修に参加 　　　・研修制度については、概ね、整備されつつある。
　・石川県教育委員会主催研修に参加　　 　　　・民間企業の熟練技能者が保有する技術力が生かされている。
　・全国工業高校校長会主催の研修に参加
　・中核市の実業高校へ派遣研修（徳島科学技術高校など）
　・ユネスコ創造都市の先進的実業高校との交流（名古屋市立工業高校など）
　・工業技術研修機関の研修に参加    ［課題］

　 　・本市独自採用による採用後５年目までの教員が、正規教員（実習教員を除く）
　　 　の半数近くを占めており、若手教員の育成が必要となる。

 （２）教員採用計画に関する事項      ・近年、工業系教員志望者が減少傾向にあるため、優秀な工業系教員の
　・金沢市独自の教員採用試験を実施（平成２１年度～） 　 　　確保が急務である。
　　［採用人数の推移］

年度 H21～27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 計

人数 29 5 5 3 5 4 2 53

教科 機械５ 電気１ 機械１ 電子情報１機械１ 機械１ 電子情報１機械８

電気４ 電子情報１土木１ 普通科２ 電気１ 電子情報１ 普通科１ 電気６

電子情報４ 普通科３ 普通科３ 土木１ 普通科２ 電子情報８

建築３ 普通科２ 建築３

土木２ 土木４

普通科１１ 普通科２４

民間経験者 7 1 1 1 0 1 0 11

５年以上の民間企業経験者を教諭として採用

中身戦略
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金沢型工業教育モデルの成果と課題［４／５］

戦　略

 （３）授業力改善アドバイザーによる指導    ［成果］
　・人数　　１１名      ・学科、教科ごとにアドバイザーが配属され、専門的な見地から指導を受けている。
　・教科　　国語、社会、数学、理科、英語、工業全般、機械、電気、電子情報、建築、土木

指導回数の推移    ［課題］
年度 H28 H29 H30 H31 R2 　 　・アドバイザーが多忙のため、教員の要望通りに指導を受けられない。

指導回数 1 5 9 3 3

   ［成果］

５　部活動や地域貢献活動等の課外活動に積極的に参加する。      ・高い部活動加入率により、社会性、協調性が養われ、人間力の向上に

 （１）部活動加入状況 令和３年度　７１６名中 運動部　４７４名 文化部　２２５名 　　　 寄与している。
 （２）主な地域貢献活動

　・海岸一斉清掃    ［課題］
　・校舎周辺通学路除雪      ・専門外の部活動等の指導が、教員の負担となっている場合がある。

     ・コロナ禍により活動が制限される場合がある。

１　キャリア教育を強化する。 　［成果］

　　　・新卒者の早期離職率が県内新卒者離職率を下回っており、キャリア教育の
　[取り組み]         成果が表れている。

（１）進路指導部を就職、進学指導部に細分し、さらに進学指導部にキャリア教育推進室を 　　　・県内就職者が９割近くを占め、地域産業に貢献する人材を輩出している。
　　　設け、きめ細やかな進路指導体制を構築した。 　　　・平均して、就職者の４割、高い年度では５割以上が就業体験後に就職しており、
（２）夏季休業期間中に就業体験学習を実施した。 　　　　また、受入企業からは礼儀や就業態度について高い評価を受けるなど
（３）進学学習クラブを設けて、進学者への個別指導を実施した。 　　　　就職先確保に寄与している。

　　　・３年生は就業体験先に大部分が就職しており、ミスマッチの解消に
　　　　役立っている。

新卒者の早期（３年以内）離職率 県内新卒者の早期（３年以内）離職率
卒業年度 就職者数 離職者数 離職率 卒業年度 離職率

平成25年度 132人 24人 18.2% 平成27年度 36.4%
平成26年度 127人 23人 18.1% 平成28年度 35.4%
平成27年度 131人 21人 16.0%

計 390人 68人 17.4%

就職種別・地域と就業体験者数
就職者数

官公庁 民間会社 自営等
県
内

県
外

うち就業
体験者数

受入企業数 　［課題］

28 163 13 141 9 146 17 73 40 　　　・就業体験を夏季休業期間に実施するため、部活動の都合により、参加できない
29 144 7 129 8 128 16 49 34 　　　　　  生徒がいる。
30 149 8 138 3 127 22 76 48 　　　　同様に、受入れ企業が生徒に体験させたい工程等も限定的となってしまう。
R01 145 6 134 5 126 19 47 27
R02 148 9 135 4 127 21 54 37

5年間計 749 43 677 29 654 95 299 186
87% 13% 40%

中身戦略
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金沢型工業教育モデルの成果と課題［５／５］

戦　略

業種別の就職者割合

　　　　　・就職・進学とも希望者の全員が希望する進路を実現している。

業種別の就職者数

業種 H28（名） H29（名） H30（名） R1（名） R2（名） （比率）

製造 66 59 66 62 59 ( 39.8 % ) 令和2年度上級学校進学者の内訳
建設 52 46 42 48 41 ( 27.7 % ) 国公立大学理系 1

運輸通信 7 7 12 6 12 ( 8.1 % ) 国公立大学文系 0
電気ガス 2 2 2 2 2 ( 1.3 % ) 私立大学理系 15
その他 36 30 27 27 34 ( 23.1 % ) 私立大学文系 28
合計 163 144 149 145 148 ( 100.0 % ) 私立短大理系 5

私立短大文系 2
職業能力開発校 2

53

　［成果］
      ・就職・進学とも希望者の全員が希望する進路を実現している。

　［課題］
      ・就職者の4分の1相当が工業以外の分野へ就職している。
      ・大学・短大進学者の過半数が工業系以外に進学している。
      ・国公立進学者が低迷している。
      ・普通科の単位数が少ないため、大学進学後に英語で苦労する卒業生がいる。

出口戦略
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卒業年度

計
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附属資料 

１ 入試状況について 

一般入試倍率の推移 

     年 度 

学 科 
Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 

機械科 0.98 1.16 1.48 1.13 1.00 

電気科 1.23 1.03 1.27 1.23 0.82 

電子情報科 1.90 1.19 1.60 1.06 1.38 

建築科 1.27 1.63 1.83 1.19 1.33 

土木科 1.40 1.23 1.40 1.43 0.94 

金市工一般入試平均 1.29 1.23 1.51 1.19 1.07 

全県工業学科平均 1.04 1.01 1.05 0.87 0.89   
推薦入試倍率の推移 

     年 度 

学 科 
Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 

機械科 1.00 0.90 1.00 1.45 0.85 

電気科 1.30 1.10 1.00 1.20 0.70 

電子情報科 1.60 0.80 1.00 0.70 0.80 

建築科 2.00 1.10 1.70 0.80 1.30 

土木科 1.20 0.90 1.00 1.30 0.90 

金市工推薦入試平均 1.35 0.95 1.12 1.15 0.90 

（資料５） 
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２ 進路状況について 

進路状況                     （単位：人） 

卒業年度 
進路先 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 

進 学 69(29.0%) 91(38.1%) 85(35.9%) 88(37.1%) 81(34.8%) 

就 職 163(68.5%) 144(60.3%) 149(62.9%) 145(61.2%) 148(63.5%) 

その他 6(2.5%)  4(1.6%) 3(1.2%) 4(1.7%) 4(1.7%)  
進学先の状況                            （単位：人） 

卒業年度 
進路先 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 

大 学 46(66.7%) 52(57.1%) 44(51.8%) 51(58.0%) 44(54.3%) 

短期大学 3(4.3%) 6(6.6%) 6(7.1%) 6(6.8%) 9(11.1%) 

専修学校 20(29.0%) 33(36.3%) 35(41.1%) 31(35.2%) 28(34.6%)  
              就職先の状況                    （単位：人） 

  卒業年度 

業種 H28 H29 H30 R1 R2 （比率） 

製造 66 59 66 62 59 ( 39.8 % ) 

建設 52 46 42 48 41 ( 27.7 % ) 

運輸通信 7 7 12 6 12 (  8.1 % ) 

電気ガス 2 2 2 2 2 (  1.3 % ) 

その他 36 30 27 27 34 ( 23.1 % ) 

合計 163 144 149 145 148 ( 100.0 % ) 

 

新卒者の早期離職率（３年以内離職率）      （単位：人） 

卒業年度 就職者数 離職者数 離職率 

平成２５年度 132人 24人 18.2％ 

平成２６年度 127人 23人 18.1％ 

平成２７年度 131人 21人 16.1％ 

   



23 

 

３ 資格取得の取り組みについて 

 

技能検定取得者の推移 

年度   H28 H29 H30 R元 R2 計 

機械加工               

（普通旋盤・２級） 4 2 1 2 1 10 

（普通旋盤・３級） 3 2 12 10 5 32 

（フライス盤・２級） 1 1       2 

（フライス盤・３級） 1   3 2 1 7 

（マシニングセンタ・３級） 8 11 6 7   32 

機械検査             0 

（機械検査・３級） 20 17 6 26 5 74 

電子機器組立           0 

（電子機器組立・２級） 2 3     2 7 

（電子機器組立・３級） 23 3 45 41 73 185 

電気機器組立           0 

（配電盤組立・２級） 3 2 1   2 8 

（配電盤組立・３級） 10 5 4 7 6 32 

（シーケンス制御・３級） 20 11   2   33 

プリント配線板製造           0 

（配線板設計・３級）           0 

建築大工             0 

（大工工事・２級）   1 1 5   7 

（大工工事・３級）   5 6 2 2 15 

電気製図             0 

（配電盤製図・２級）           0 

（配電盤製図・３級） 1 33 6 8 9 57 

  ２級取得 10 9 3 7 5 34 

  ３級取得 86 87 88 105 101 467 

  合計 96 96 91 112 106 501      



４　教育課程について
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令和４年度（２０２２年度)実施教育課程

①１，２，３年生に実施する教育課程

＜機械科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間

生活
体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 工業技術基礎 製図

工業情報
数理

機械設計

物理基礎 数学Ⅱ 数学Ｂ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

生産システム
技術

原動機

物理基礎 数学Ⅱ 数学Ｂ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語表現Ⅰ

数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

生産システム
技術 原動機

プログラミ
ング技術

数学Ⅲ 化学基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語会話

＜電気科＞　

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間

生活
体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 工業技術基礎 電気回路 電力技術

物理基礎 数学Ⅱ 数学Ｂ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

物理基礎 数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

電子技術
電子計測
制御

数学Ⅲ 化学基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

＜電子情報科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間

生活
体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 工業技術基礎 工業情報数理 電気回路

物理基礎 数学Ⅱ 数学Ｂ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

電子技術 電子回路

数学Ⅱ 数学Ｂ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語表現Ⅰ

数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

電子技術 電子回路
プログラミ
ング技術

課題研究

数学Ⅲ 化学基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語会話

＜建築科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間

生活
体育 美術Ⅰ

3
年

現代文B 現代社会 体育

工業情報
数理

建築構造

物理基礎 数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

工業数理
基礎

建築計画
建築

構造設計

建築
構造設計

数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

建築計画
建築

構造設計
建築施工

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
工業技術
基礎

製図

歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間

生活
体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

3
年

現代文B 現代社会 体育 課題研究

機械設計

物理基礎 数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語表現Ⅰ

数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

製図
土木

構造設計
土木施工

工業技術
基礎

実習 測量 土木構造設計

物理基礎 数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

製図 土木施工

数学Ⅲ 化学基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語会話 建築施工

2
年

現代文B 世界史A 体育 保健 家庭基礎 機械工作 製図 機械設計 実習
L
ＨＲ

電子機械
L
ＨＲ

2
年

現代文B 世界史A 体育 保健 家庭基礎 実習
情報技術
基礎

電気基礎 電気機器 電力技術
L
ＨＲ

3
年

現代文B 現代社会 体育 課題研究 実習

2
年

現代文B 世界史A 体育 保健 家庭基礎 実習 電気基礎
電子情報
技術

L
ＨＲ

3
年

現代文B 現代社会 体育 課題研究 実習 製図 電気機器
L
HR

物理基礎

実習 電気基礎
電子情報
技術

デザイン
技術

L
HR

2
年

現代文B 世界史A 体育 保健 家庭基礎 実習 製図 建築構造
L
ＨＲ

物理基礎 数学Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語表現Ⅰ 建築計画

実習 製図 建築法規

2
年

現代文B 世界史A 体育 保健 家庭基礎 実習 測量
土木

基礎力学
情報技術
基礎

L
ＨＲ

＜土木科＞

1
年

現代の
国語

言語文化

L
HR

3
年

現代文B 現代社会 体育 課題研究 実習
環境工学
基礎

土木
基礎力学

社会基盤
工学

数学Ⅲ 化学基礎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ

英語会話
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25

数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 原動機 電子機械 生産技術

プログラミ
ング技術

令和４年度（2022年度)入学生教育課程

②１年生の教育課程

＜機械科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間
生活

保健体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 工業技術基礎 製図
工業情報
数理

機械設計

英語コミュニ
ケーションⅡ 製図 電気機器

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

数学Ⅲ 数学B
英語コミュニ
ケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 物理

＜電気科＞　

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間
生活

保健体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 電気機器 電子技術 電子計測制御 製図

数学Ⅲ 数学B
英語コミュニ
ケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 物理 製図

工業技術基礎 工業情報数理 電気回路

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 通信技術

コンピュータシ
ステム技術

＜電子情報科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間
生活

保健体育

＜建築科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間
生活

保健体育
工業技術
基礎

製図
工業情報
数理

建築構造

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

建築構造
設計

建築法規

建築計画

建築施工 建築法規

数学Ⅲ 数学B
英語コミュニ
ケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 物理

美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

＜土木科＞

1
年

現代の
国語

言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ａ
科学と人間
生活

保健体育 美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
工業技術
基礎

実習 測量 土木構造設計

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 製図

土木基盤
力学

土木施工

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 製図

工業環境
技術

土木基盤
力学

社会基盤工学

2
年

文学
国語

公共 体育 保健 家庭基礎 実習 製図 機械工作 機械設計
L
ＨＲ

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 原動機 生産技術

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

L
ＨＲ

2
年

文学
国語

公共 体育 保健 家庭基礎 実習
工業情報
数理

電気回路 電力技術
L
ＨＲ

3
年

文学
国語

地理総合 体育 課題研究 実習 製図

工業技術基礎 電気回路 電力技術

物理基礎 数学Ⅱ

3
年

文学
国語

地理総合 体育 課題研究 実習
L
ＨＲ

2
年

文学
国語

公共 体育 保健 家庭基礎 実習 製図 電気回路 電子回路
プログラミ
ング技術

L
ＨＲ

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

美術Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

3
年

文学
国語

地理総合 体育 課題研究 実習 電子回路
プログラミ
ング技術

L
ＨＲ

数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ 通信技術 ハードウェア技術 ソフトウェア技術

数学Ⅲ 数学B
英語コミュニ
ケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 物理

L
ＨＲ

3
年

文学
国語

地理総合 体育 課題研究 実習 製図
L
ＨＲ

2
年

文学
国語

公共 体育 保健 家庭基礎 実習 製図 建築構造

物理基礎 数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

数学Ⅱ
英語コミュニ
ケーションⅡ

建築構造
設計

L
ＨＲ

3
年

文学
国語

地理総合 体育 課題研究 実習
土木構造
設計

土木施工
L
ＨＲ

2
年

文学
国語

公共 体育 保健 家庭基礎 実習
工業情報
数理

測量

数学Ⅲ 数学B
英語コミュニ
ケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 物理
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